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名古屋都市計画 用途地域の変更

理 由 書
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理 由 書

【日進駅西地区】

１．変更の概要 

主な変更は以下のとおりです。 

変更

前後 
種類 容積率 建蔽率 高さの制限 備考 

変更

前 
第一種低層住居専用地域 50％ 30％ 10m 

最終決定 

令和 6 年 5 月

27日告示 

変更

後 

第一種低層住居専用地域 100% 60％ 10m  

第二種低層住居専用地域 100% 60％ 10m  

２．当該都市計画の都市の将来像における位置づけ 

本地区は日進市の南部に位置し、日進市都市マスタープラン(日進市：令和 3年 3月策

定)における将来都市構想の中で、本地区を「新市街地形成ゾーン」として位置づけ、「良

好な居住環境を創出するため、地区計画を用いて民有地緑化を進める等により緑豊かな

住宅地の形成を図る」地区としています。（日進市都市マスタープラン P4-6 参照） 

本地区は、都市づくりの方針において「低層住宅地区」として位置づけ、「緑豊かで良

好な居住環境を創出するため、民有地緑化を進める地区計画等を検討しながら、低層住

宅を主体とした住宅市街地の形成を図ります。」としています。（日進市都市マスタープ

ラン P5-2 参照） 

また、本地区は、地域別構想の中で「民有地緑化を進める地区計画等を検討」するとし

ています。（日進市都市マスタープラン P6-38 参照） 

３．当該都市計画の必要性 

用途地域は、市街地における土地利用規制の根本をなしており、都市全体にわたる都

市機能の配置及び密度構成の観点から検討し、地域ごとの市街地の将来像に合わせて見

直しを図ることが望ましいとされています。 

本地区は、日進駅西側に位置し、住宅地として良好な立地条件であることに加え、民有

地に緑を創出させ、市民により緑あふれるまちづくりを目指しています。また、本地区

は、市街化区域内でありながら山林等都市的未利用地が多く残っており、このまま放置

すれば、今後、無秩序な市街地の形成が懸念されます。そのため、土地区画整理事業の施

行に併せて、緑化率等を規定する地区計画を策定するとともに、周辺地区との整合を図

りつつ宅地としての利用を進めるため、建蔽率と容積率を変更します。また、北側の都市

計画道路南山の手線沿いは、交通利便性を活かし、生活利便施設である小規模な店舗を

誘導するため、用途地域を変更します。 
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４．当該都市計画の妥当性 

（１）区域

当該地区は、日進駅西土地区画整理事業の施行地区を基本に、道路中心線、現行の市街

化区域及び土地区画整理事業の境界を区域の境界としており、明確な区域境界です。 

（２）規模

当該地区は、日進駅西土地区画整理事業の施行区域内の約 6.8ha と隣接する道路区域

や鉄道（名鉄）及び既存宅地の約 0.5ha からなる約 7.3ha を対象としています。 

（３）施設の配置等

周辺の用途地域との整合性や将来土地利用計画等を踏まえ、以下の考え方に基づき適

切に用途地域を配置します。

１）第一種低層住居専用地域

当該地区は、現在、第一種低層住居専用地域（容積率 50％、建蔽率 30％、建築物

の高さの最高限度 10ｍ）を定めております。しかしながら、住宅地が整備されてい

る西側の地区は、第一種低層住居専用地域（容積率 100％、建蔽率 60％、建築物の高

さの最高限度 10ｍ）と定めているため、当該地区においても基盤整備に併せて容積

率 100％、建蔽率 60％に変更し、周辺地区との整合を図ります。 

２）第二種低層住居専用地域

北側の都市計画道路南山の手線沿いは、交通の利便性を活かし、低層住宅の良好な

都市環境を維持しつつ、生活利便施設である小規模な店舗が建てられるように、第

二種低層住居専用地域（容積率 100％、建蔽率 60％、建築物の高さの最高限度 10ｍ）

に指定します。 

以上から、区域、規模、施設の配置等は妥当です。 
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